
質 問 通 告 ・ 内 容 一 覧 表 
            議会傍聴者用 

質問順 質問議員 通告の標題・内容 

１ 狩野正雄 

◎ ホテル福原再開の目途について 

 然別湖畔のホテル福原は 2017 年３月の営業休止から７年となる。観光客

の旅行形態の変化や、コロナウイルス発生等もあり、観光事業の状況は厳

しかった。しかしコロナウイルスの５類移行により、外国人観光客や国内

旅行者も増えてきている。鹿追町の観光振興の取り組みは。 

 １ ホテル福原の休止は企業の判断だが、然別湖に立地しており町の観

光政策に重要である。ホテルの再開にはどのような条件が必要か。 

 ２ 休止していた施設が再開したケースや他業種による経営で新たな魅

力や観光価値が向上したケースもある。先進事例の研究、情報収集の

取り組みが必要では。 

 ３ 専門家のアドバイスや国などの支援策についてアクションを起こす   

考えは。 

２ 金子孝伸 

◎ 鹿追高校に対する支援体制について 

 鹿追高校の令和６年度出願数が 75 人（定員倍率 0.9 倍）であり、令和５

年度の状況と比較すると飛躍的な出願状況である。 

 今回の結果を単発的に終わらせることなく、魅力ある高校として継続さ

せることが今後の最も重要な課題である。 

 １ 今回の結果について入学者の出身地域等の数値分析や志望理由等は。 

 ２ 施設整備（寮の充実など）や戦略的ＰＲ活動などを考えた体制づく 

りは。 

３ 佐々木康人 

◎ 高齢者・子育て世代のしごとづくり 

鹿追町まち・ひと・しごと総合戦略の基本目標のひとつに「地域におけ

る安定した雇用を創出し、これを支える人材を育て活かす」とある。高齢

者、子育て世代、そして障がい者も含め、しごとの創出が目標といえる。 

鹿追町では昭和58年から寿勤労会が地域に役立つことで生きがいと健康

維持を図りながら活躍している。 

しかし、高年齢者雇用安定法による 65 才までの継続雇用の義務化等によ

り、会員の高年齢化と会員減少は避けられない。臨時的、短期的な就業や

高齢者の担い手が減っている課題に対して、子育て世代が短時間でも働き

たいという声を活かすことで課題解決の一助になるのでは。 

寿勤労会のノウハウを継続しつつ、子育て世代の新たな雇用を更に生む

ような、官民が一体となったワークシェアリングのしごとづくりの構築が

子育て支援と高齢者支援の側面からも必要では。 
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４ 黒井敦志 

◎ 次の 100 年のための人材育成について 

鹿追町が次の 100 年のために最も重要なことは、人材育成である。活動

を組織や団体に任せて見守るだけでなく、的確な助言や支援と応援、新し

い発想で現状を変えていく人材育成が急務である。 

町内会やスポーツ団体等の組織が会員数減少により活動が縮小してお

り、将来の鹿追町のあるべき姿に危機感を感じている。 

団体の育成や助言、そして時代にあった成長のために組織・団体の人材

育成、共に課題を解決する職員研修を進めるべきである。    

経済的組織育成では、先進事例を経済関係者と視察研修する際に職員の

参加枠を拡大しては。 

これからの団体育成や組織等の支援・応援に関係する人材育成の考えは。 

５ 山口優子 

◎ 小・中・高校生の学習用タブレットパソコンの更新計画は 

 学習用タブレットパソコンｉＰａｄが小学１年生から高校３年生まで無

償貸与されている。2020 年の導入から４年が経過し更新の時期を迎えてい

るが、どのような更新計画で進めていくのか。 

 １ タブレットパソコン導入による学習効果、メリットは。 

 ２ 児童生徒の使い方や指導上の課題は。 

 ３ 現在使用中のタブレットパソコンの台数は。うち、児童生徒用、 

その他教職員用台数は。 

 ４ 初期不良や経年劣化による故障・不具合の発生状況は。 

 ５ アクシデントによる破損・故障や、紛失の状況は。 

 ６ 新しいタブレットパソコンを導入する時期と順番などの更新計画は。 

 ７ 更新にかかる費用は。また、保護者負担額は。 

 

 


